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2012 年度第 2 回学術委員会議事録 
 
日 時：2012 年 11 月 27 日（火）16：00～17:30 
場 所：日本建築学会北海道支部 事務局会議室 
出席者：佐藤、田沼、伊東、斉藤、森（傑）*（代理：谷口）、坂井、羽深、長谷川*（代

理：谷口）、草苅、谷口（円）*（代理：伊東）、谷口、南*、森（太）*（代理：斉藤）、

南（欠席）、後藤 
事務局:菊地  
*は欠席、記録：斉藤（環境工学専門委員会） 
 
議事 
１） 第 1 回議事録（案）の確認 [資料 12-02-01] 

・資料に基づいて第２回議事録が承認された。 
２） 委員名簿の確認 [資料 12-02-02] 
３） 本部学術推進委員会報告 
    本部での開催が前後していることから第 3 回に報告を回すこととした。 
４） 専門委員会・特定課題研究委員会報告 [資料 12-02-04] 

・ 構造専門委員会 
9/15（土）に緑川先生の講演会を実施した。 
現場見学会（参加者 42 名）。 
1/18（金）に第 2 回見学会（ロボット溶接）を企画中。 
12/17（月）に委員会（積雪被害に関する勉強会）を予定。 

・ 材料施工専門委員会 
6 月寒中コンクリートに関する情報交換、コンクリート技術に関する情報交換 
現場見学会を構造専門委員会と協同で実施した（前述）。 

・ 環境工学専門委員会 
道工大新体育館等の見学会企画の検討、EGGs’12 を来年 3 月へ向けて準備、大

会研究協議会の企画し本部に提出した。 
・ 建築計画専門委員会 

10 月に委員会実施、次年度大会研究集会の企画・提案（本部に提出）、 
外部資金申請（空家に関する研究申請）予定、震災に関わる避難居住者に対す

る調査予定 
・ 都市計画専門委員会 

創成川 east に関するシンポジウムを 8/2 に実施した。 
北海道の地方都市をめぐる都市計画の現状と課題についての意見交換会、次年

度のシンポジウム企画（次年度大会では支部から PD を立ち上げない）。 
・ 歴史意匠専門委員会 

資料を各自確認（羽深主査、所用で早退のため） 
・ 北方系住宅委員会 

2013 年度大会に合わせた市民セミナーの企画（住まいづくり支援建築会議との

共同）について検討中。 
・ 都市防災専門委員会 

建築文化週間を厚岸で実施し（10/20、参加者 45 名）、盛会に終わった。 
1/13（日）に「釧路防災講演会 2013」を釧路で開催予定。震災パネル展も同時



開催。学会支部より後援依頼を申請中。 
・ 三角屋根 CB 造住宅の持続可能居住研究委員会（最終年度） 

10/18 に委員会を実施。北海道新聞に活動内容が紹介された。 
５） 支部研究発表会 [資料 12-02-05] 
   資料に基づいて報告があった。次年度は北海道工業大学を会場とする予定。 
６） 特色ある支部活動企画応募について [資料 12-02-06] 
   資料に基づき、本支部より申請があった「大雪による建物倒壊危険度判定方法の

策定」が採用されることが報告された。 
７） 2013 年度文化週間企画 [資料 12-02-07] 

・2 件の申請内容についての説明があった。 
・都市防災専門委員会より次年度（2013 年 10 月を予定）に、日高管内を対象に「地

震防災体験学習  親子で始める地震防災対策」を実施予定。 
・歴史意匠専門委員会より次年度（2013 年 10 月 12 日を予定）に、文化庁担当者

を招いて「国重要文化財豊平館保存修復工事の見学 建築散歩～豊平館を見て楽

しむ」を実施予定。 
８） 2013 年度特定課題研究委員会について [資料 12-02-08] 
  ・「寒冷地におけるフライアッシュ有効利用を目的とする調査研究（材料施工専門

委員会）」、「北海道における戦後建築の変遷とその特徴に関する基礎的研究（歴史

意匠専門委員会）」、「冬季の施設転用を考慮した避難所ガイドライン（都市防災専

門委員会）」の 3 件の応募があった。 
・配布資料に基づき 3 件の申請内容について、前述の申請順に、深瀬氏（伊藤組

土建）、羽深主査、草苅主査より説明があった。 
・審議の結果、「寒冷地におけるフライアッシュ有効利用を目的とする調査研究（材

料施工専門委員会）：支部助成」、「北海道における戦後建築の変遷とその特徴に

関する基礎的研究（歴史意匠専門委員会）：本部助成」の 2 件を採用することに

した。 
９） 日本建築学会技術賞について [資料 12-02-09] 
  ・資料（募集要項）の内容について確認した。次回（第 3 回）に公募推薦書が出て

くるので審議を行なう。 
10） 建築学会大賞・文化賞・教育賞について 
  ・荒谷登先生（北海道大学名誉教授）を教育賞に本部環境工学本委員会＋北海道支

部の連名で推薦し、環境工学本委員会より推薦することが決定したことが報告

された。 
11） 2013 年度北海道大会について 

・ 8/30〜9/1 に開催。 
・ 大会テーマは「創（つくる）」に決定。 
・ 伊東豊雄氏を招聘する準備を進めている（行事部会） 
・ 1 月 9 日（水）に次回実行委員会が開催される。 

12）その他 なし 
 
次回：第３回学術委員会 

2013 年 1 月 29 日（火）16～18 時 
・ 第３回の議事録担当は「歴史意匠」。 
・ 第 4 回は「都市計画」。 


